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劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
核
燃
料
や
核

兵
器
製
造
過
程
で
生
ま
れ
る
核
の

ゴ
ミ
を
再
利
用
し
た
兵
器
で
す
。

使
用
さ
れ
た
地
域
で
は
白
血
病
等

が
戦
前
の
三
〜
七
倍
、
新
生
児
先

天
性
異
常
も
増
加
傾
向
で
使
用
国

に
従
軍
し
た
兵
士
に
も
関
連
疾
患

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
国
際
人
権

小
委
員
会
で
も
非
人
道
的
、
大
量

破
壊
兵
器
で
あ
る
と
決
議
さ
れ
た

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
使
用
禁
止
を
次

の
理
由
に
よ
り
日
本
政
府
が
ア
メ

リ
カ
政
府
に
強
く
要
望
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。　

民
間
人
が
白
血
病

（一）

等
に
苦
し
む
。　

戦
場
以
外
の
地

（二）

域
に
も
影
響
を
与
え
、
土
壌
汚
染
、

食
物
汚
染
が
半
永
久
的
に
続
く
。

　

安
価
で
購
入
で
き
、
拡
散
の
恐

（三）れ
が
あ
る
。　

戦
後
復
興
に
携
わ

（四）

る
人
々
に
も
影
響
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
使
用
禁
止

を
求
め
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
は
、
来
年
度
の
国

庫
補
助
金
（
支
援
費
）
を
二
割
削

減
す
る
案
を
都
道
府
県
や
障
が
い

者
団
体
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
支
援
費
基
準
額
区
分

　

に
お
い
て
入
居
者
一
人
当
た
り

（一）月
額
二
万
三
千
五
百
円
削
減
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

　

本
年
四
月
に
始
ま
っ
た
支
援
費

制
度
は
、
当
初
の
見
込
み
よ
り
も

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
が
増
え
て
い
る

と
は
い
え
、
補
助
金
の
削
減
は
、

障
が
い
者
の
地
域
生
活
の
場
を
奪

う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
現
行

単
価
の
引
き
下
げ
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
運
営
を
危
う
く
す
る
ほ
か
、

地
方
自
治
体
に
対
し
て
も
過
重
な

負
担
と
な
る
。
よ
っ
て
削
減
の
撤

廃
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
二
件
あ
て

知
的
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
補
助
金
二
割
削
減
の

撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

議員提出議案�

　

一
一
月
二
九
日
、
戦
闘
終
結
宣

言
後
の
イ
ラ
ク
で
、
日
本
人
外
交

官
が
殺
害
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
国
民

は
言
う
に
及
ば
ず
、
米
英
軍
に
も

多
数
の
犠
牲
者
を
生
み
出
し
て
い

る
。
国
連
憲
章
違
反
の
米
英
軍
の

イ
ラ
ク
へ
の
攻
撃
と
占
領
は
一
日

も
早
く
終
了
す
べ
き
で
あ
る
。
主

権
者
で
あ
る
イ
ラ
ク
国
民
の
手
に

自
国
の
再
建
は
任
す
べ
き
で
あ
り
、

日
本
政
府
を
は
じ
め
国
際
社
会
は
、

国
連
中
心
の
復
興
支
援
を
促
進
す

べ
き
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
国
民
自
身

の
要
請
に
よ
る
、
人
道
援
助
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
町

田
市
議
会
は
、
占
領
の
終
了
と
、

国
連
中
心
の
イ
ラ
ク
復
興
支
援
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
二
件
あ
て

請
願
の

請
願
の審

査
状
況

審
査
状
況

　

平
成
一
五
年
第
四
回
定
例
会
に

は
六
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継

続
と
な
っ
て
い
た
三
件
と
あ
わ
せ

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

六
件
が
採
択
、
二
件
が
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
取
り
下
げ
ら
れ
た
請
願
】

　

○
玉
川
学
園
７
丁
目
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
関
す
る
請
願

　

一
二
月
一
五
日
取
り
下
げ

採　
　
　

択

　

◎
心
身
障
害
者
（
児
）
通
所
訓

練
等
事
業
の「
補
助
率
見
直
し
案
」

に
関
す
る
東
京
都
へ
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願

　

◎
「
特
別
支
援
教
育
」
に
対
す

る
町
田
市
の
支
援
を
求
め
る
請
願

　

意
見｜

請
願
の
重
み
を
考
慮
し
、

可
能
な
限
り
願
意
に
沿
う
よ
う
努

力
さ
れ
た
い
。

　

◎
「
特
別
支
援
教
育
」
に
関
し

て
町
田
市
に
求
め
る
請
願

　

意
見｜

請
願
の
重
み
を
考
慮
し
、

可
能
な
限
り
願
意
に
沿
う
よ
う
努

力
さ
れ
た
い
。

　

◎
占
領
を
終
了
さ
せ
、
国
連
中

心
の
イ
ラ
ク
復
興
支
援
の
促
進
を

日
本
政
府
に
求
め
る
意
見
書
を
提

出
す
る
請
願

　

◎
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
使
用
禁
止

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
請

願
　

◎
町
田
市
南
大
谷
旧
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
グ
ラ
ン
ド
跡
地
前
道
路
、
町
田

３
４
４
号
線
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

置
を
求
め
る
請
願

　

意
見｜

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
以
外
の

も
の
も
含
め
、
速
や
か
に
願
意
の

実
現
に
努
力
さ
れ
た
い
。 

不　
　

採　
　

択

　

◎
政
府
へ
の
「
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
兵
に
反
対
す
る
」
意
見
書
提

出
に
関
す
る
請
願

　

◎
国
に
対
し
て
「
誰
も
が
安
心

で
き
る
年
金
制
度
の
確
立
に
つ
い

て
の
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願

　

平
成
一
五
年
九
月
議
会
で
採
択

さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、
市
長
か

ら
、
処
理
経
過
及
び
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
支

援
費
制
度
の
支
給
の
要
否
及
び
支

給
量
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
等

に
よ
り
、
障
が
い
の
種
類
及
び
程

度
、
介
護
を
行
う
者
の
状
況
、
支

援
費
の
受
給
の
状
況
等
を
勘
案
し

て
市
町
村
が
決
定
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
時
か
ら
、
介
護
の
種

類
を
組
み
替
え
る
こ
と
に
よ
る
支

給
量
の
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、

身
体
状
況
及
び
生
活
状
況
の
変
化

に
伴
う
変
更
に
つ
い
て
も
個
々
の

生
活
実
態
に
極
力
即
し
た
方
向
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

重
度
知
的
障
害
者
生
活
寮
設
立

　

に
関
す
る
請
願

　

本
請
願
採
択
を
受
け
、
庁
内
に

て
検
討
を
行
う
。
都
の
施
設
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
市
の
計
画
へ
の
位

置
づ
け
及
び
支
援
費
対
象
施
設
と

し
て
の
予
算
化
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

支
援
費
制
度
移
行
後
も
従
来
の

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
サ
ー
ビ
ス
維

　

持
を
求
め
る
請
願

市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

条
例

　

議
員　

改
正
す
る
理
由
と
目
的

は
何
か
。

　

牧
田
助
役　

庁
舎
建
て
か
え
、

移
転
建
築
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
た
結
果
、
建
て
か
え
よ
り
移

転
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
市
役
所

の
位
置
を
森
野
二
丁
目
九
三
九
番

一
と
す
る
改
正
案
を
提
案
し
、
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
庁
舎
に
か
か
わ
る

条
例
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
員　

市
役
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
で
は
、
な
ぜ
市
役
所
の
位

置
が
現
庁
舎
の
あ
る
中
町
で
は
な

く
、
旧
庁
舎
の
原
町
田
に
な
っ
て

い
た
の
か
。　

　

牧
田
助
役　

市
役
所
の
位
置
を

中
町
と
す
る
「
町
田
市
役
所
の
位

置
を
変
更
す
る
条
例
」
は
、
昭
和

四
四
年
に
公
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
市
役
所
の
位
置
を
原
町

田
と
す
る
「
市
役
所
の
位
置
を
定

め
る
条
例
」
を
改
正
す
る
こ
と
が

法
形
式
と
し
て
適
当
だ
っ
た
と
思

料
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
条
例
に
つ

い
て
は
改
正
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
過
、

理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

　

議
員　

市
役
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
が
二
本
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
に
違
法
性
は
な
い
の
か
。

　

牧
田
助
役　

適
当
と
は
い
え
な

い
状
況
で
す
が
、
違
法
性
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員　

条
例
を
改
正
し
な
い
で

庁
舎
建
設
の
議
論
を
す
す
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　

企
画
部
長　

今
回
の
改
正
方
式

を
と
ら
な
け
れ
ば
庁
舎
に
関
す
る

条
例
変
更
の
改
正
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
員　

改
正
の
理
由
は
何
か
。

改
正
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
ひ

と
り
親
家
庭
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

　

牧
田
助
役　

平
成
一
五
年
四
月

に
、
子
ど
も
が
支
払
い
を
受
け
た

養
育
費
に
つ
い
て
も
所
得
と
み
な

す
法
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
制

度
の
所
得
制
限
は
児
童
扶
養
手
当

法
に
準
拠
し
て
い
る
た
め
、
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
、
養
育

費
の
関
係
で
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
は
四
名
で
す
。

　

議
員　

現
年
課
税
分
所
得
割
が

議
会
の
人
事

●
企
画
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
の
交
代（
一
二
月
四
日
付
）

　

就
任　

大
塚　

信
彰

　

前
任　

渋
谷　

敏
頴

●
災
害
対
策
委
員
会

副
委
員
長
の
交
代
（
一
二
月
四
日

付
）

　

就
任　

熊
沢　

あ
や
り

　

前
任　

大
塚　

信
彰

委
員
の
交
代（
一
〇
月
二
八
日
付
）

　

就
任　

佐
藤　

伸
一
郎

　

前
任　

渋
谷　

敏
頴　

占
領
を
終
了
さ
せ
、
国
連
中

心
の
イ
ラ
ク
復
興
支
援
の
促

進
を
日
本
政
府
に
求
め
る

意
見
書

　

平
成
一
五
年
度
一
二
月
補
正
予

算
は
一
般
会
計
を
二
億
九
、
六
三

一
万
四
千
円
増
額
し
、
総
額
を

一
、
一
三
一
億
二
、
六
三
〇
万
九

千
円
と
す
る
ほ
か
、
特
別
会
計
は

九
、
一
四
四
万
六
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
一
、
〇
一
八
億
八
、

六
〇
七
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税｜

△
四
億
四
、
四
〇
〇
万
円
、
地
方

特
例
交
付
金｜

一
、
八
二
八
万
七

千
円
、
国
庫
支
出
金｜

八
、
三
八

五
万
八
千
円
、
都
支
出
金｜

一
億

一
一
六
万
円
、
財
産
収
入｜

二
、

四
〇
九
万
三
千
円
、
繰
入
金｜

二

億
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
市
債｜

二

億
六
、
三
八
〇
万
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。　
　

（
△
は
減
額
）

　

【
総
務
費
】

　

市
民
ホ
ー
ル
費
の
空
調
設
備
改

修
工
事
費｜

△
二
、
〇
八
〇
万

円
、
町
田
市
文
化
振
興
公
社
出
捐

金｜

四
億
九
、
九
〇
〇
万
円
、
支

所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
費
の
堺
市
民

セ
ン
タ
ー
外
部
改
修
工
事
費｜

一
、
〇
四
〇
万
円
、
情
報
化
対
策

費
の
電
算
シ
ス
テ
ム
借
上
料｜

△

五
、
二
八
五
万
九
千
円
。

　

【
民
生
費
】

　

福
祉
総
務
事
務
費
の
福
祉
基
金

積
立
金｜

四
、
九
三
九
万
七
千

円
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
務
費

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
需
要
予

測
業
務
委
託
料｜

八
〇
〇
万
円
、

身
体
障
が
い
者
福
祉
費
の
補
装
具

給
付
費
及
び
自
己
負
担
金
助
成
費

﹇
国
・
市
制
度
﹈｜

一
、
九
七
三

万
七
千
円
、
支
援
事
業
費
の
身
体

障
が
い
者
居
宅
介
護
支
援
費｜

△

二
億
一
、
一
五
〇
万
一
千
円
、
身

体
障
が
い
者
更
生
施
設
支
援
費｜

一
、
一
四
五
万
四
千
円
、
知
的
障

が
い
者
居
宅
介
護
支
援
費｜

四
、

九
〇
六
万
一
千
円
、
知
的
障
が
い

者
短
期
入
所
支
援
費｜
三
、
三
二

六
万
円
、
知
的
障
が
い
者
更
生
施

設
支
援
費｜

△
四
、
八
一
七
万
一

千
円
、
児
童
短
期
入
所
支
援
費｜

一
、
九
五
八
万
五
千
円
、
児
童
手

当
費
の
育
成
手
当
三
、
五
六
四
万

円
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
費
の
医

療
費
助
成
費
﹇
都
制
度
﹈｜

四
、

五
四
六
万
円
、
次
世
代
育
成
ニ
ー

ズ
調
査
事
務
費
の
ひ
と
り
親
家
庭

等
実
態
調
査
委
託
料｜

六
三
二
万

二
千
円
、
子
育
て
家
庭
ニ
ー
ズ
調

査
委
託
料｜

四
五
〇
万
円
、
保
育

所
整
備
補
助
事
業
費
の
（
仮
称
）

南
つ
く
し
野
保
育
園
施
設
整
備
費

補
助
金｜

△
四
、
八
三
五
万
七
千

円
、
生
活
保
護
費
の
生
活
扶
助
費

﹇
国
制
度
﹈｜

四
、
五
一
九
万
三

千
円
、
医
療
扶
助
費
﹇
国
制
度
﹈

｜

一
億
六
、
五
九
三
万
二
千
円
。

　

【
衛
生
費
】

　

生
活
排
水
対
策
費
の
施
設
解
体

工
事
費｜

一
、
〇
〇
〇
万
円
。

　

【
土
木
費
】

　

狭
あ
い
道
路
整
備
費
の
測
量
委

託
料｜

一
、
二
〇
〇
万
円
、
道
路

維
持
費
の
道
路
応
急
修
繕
料｜

二
、
〇
〇
〇
万
円
、
道
路
新
設
改

良
費
の
道
路
環
境
整
備
工
事
費｜

△
二
、
四
〇
〇
万
円
、
物
件
補
償

料｜

△
六
、
〇
五
三
万
九
千
円
、

水
路
等
維
持
費
の
水
路
等
補
修
工

事
費｜

一
、
七
七
〇
万
円
、
ま
ち

づ
く
り
促
進
費
の
町
田
市
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
等
整
備
事
業
補

助
金｜

五
〇
〇
万
円
、
都
市
計
画

道
路
築
造
事
業
費
の
道
路
築
造
工

事
費｜

△
一
億
二
、
六
一
七
万
六

千
円
。

　

【
教
育
費
】

　

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者
補

助
事
業
費
の
私
立
幼
稚
園
等
園
児

保
護
者
補
助
金｜

六
、
〇
八
五
万

円
。

　

【
公
債
費
】

　

元
金
償
還
費
の
教
育
債
償
還
元

金｜

一
、
七
八
五
万
六
千
円
。

市　

民　

税

約
三
％
に
当
た
る
八
億
一
、
四
〇

〇
万
円
を
減
額
し
た
理
由
は
。

　

税
務
部
長　

給
与
所
得
者
の
一

人
当
た
り
収
入
額
が
予
測
以
上
に

落
ち
込
ん
だ
こ
と
、
納
税
義
務
者

が
見
込
み
よ
り
七
〇
〇
人
ほ
ど
少

な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
税
率

区
分
の
高
い
納
税
者
の
割
合
が
前

年
度
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
主
な
理
由
で
す
。

　第４回定例会では意見書４件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出
しました。
　要旨は次のとおりです。

本
会
議
の

質
疑
か
ら

請
願
の
処
理

経
過
及
び
結

果
報
告

条
　
　
例

条
　
　
例�

条
　
　
例�

予
　
　
算

予
　
　
算�

予
　
　
算�


